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全教勤務実態調査2012〈概要〉
・教職員の1ヵ月の平均時間外勤務時間は、69時間 32
分
・持ち帰り仕事時間をみると、平日で12時間40分、土
日で9時間1分
・平均時間外勤務時間を年齢別にみると、35歳以下の青
年層の時間外勤務時間が突出
＊集約総数は、6879 名分（男 3521 名、女 3358 名）、教諭等が 5880
名で全体の 85.5％
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　4年前の全教の調査では、教職
員の月平均時間外勤務と持ち帰り
仕事時間を合わせると82時間以上
で「過労死ライン＝月80時間」を
超えていました。文科省の統計によ
る病気休職取得者の推移をみると
毎年8500人程度（内精神疾患が約
5000人）で高止まりの状態（H22
～H26）が続いています。（下参照）

当局責任で実効ある「多忙化」解消
策の実施が求められています。
　今年の6月は「全県一斉勤務状
況調査」「ストレスチェック」に積
極的にとりくみ、超過勤務と病気休
職の大幅減少につながる労働環境改
善を求めましょう。同時に6月は、
埼高教共済の募集キャンペーン期間
です。

実効ある「多忙化」解消のとりくみが急務

助けあいの共済で「いのちと健康」
「くらし」「身分」をまもろう！
　埼高教共済会は、埼高教の「多忙
化」解消のとりくみとともに助けあ
いの観点から、全教共済を中心とし
た共済制度を全教職員にご案内し、
「いのちと健康」「くらし」「身分」
を守ることを提案してきました。（趣
旨と制度一覧は右参照）
　会員の皆さんには、黄色の封筒で
ご自宅に、その他の教職員には職場
の分会掲示板等にご案内を配布して

います。（「注目はココ」が、裏面に）
　あなたも
教職員の助
けあいの輪
（埼高教共
済）にど
うぞ！

＋助けあいの共済の役割増大!

教職員の超過勤務は過労死ライン 病気休職は高止まり

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

5,405 5,274 4,960 5,079 5,045

8,660 8,544 8,341 8,408 8,277
病気休職全体

精神疾患

公立学校教職員の人事行政状況調査結果（概要）より
病気休職者数（教育職員）

マモルン
（全教共済キ
ャラクター）
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「くらしの賠償責任共済」（民間損保提携）
　月 100円の掛金で家族全員の加害事故（自
転車など）にも賠償額国内無制限・示談代行
付きで対応します。

「長期療養収入補償制度」
（｢新きずな ｣オプション）

　病気等による長期休業が余儀なくされた際
には重要です。他にあまりない制度で、埼高
教組合員向けに明治安田生命との提携でつ
くった独自制度です。

＊地震災害をはじめ落雷、雪害
　など多様な自然災害にも対応
　する「火災共済」
　熊本地震で被災された皆さんに心よりお見
舞い申し上げます。
　地震大国日本、安全な地域はないというこ
とが改めて浮き彫りになりました。自主共済
だから加入者目線で、被害者に寄り添う給付
をめざしています。
大雪によるカーポート被害への給付も好評
　一昨年の大雪被害では、一般の火災保険で
給付事例の少ないカーポート被害にも対応
し、多くの加入者から好評を得ました。

＊安い掛金で必要な保障を実現
　し、家計に優しい「生命・医療・
　傷害共済」
　助けあいの共済だから利潤や巨額CM経
費をかけないので、安い掛金、必要な保障が
実現。先進医療への対応や終身医療タイプも
ニーズが高まっています。

＊「団体扱い」で民間保険も　
　保険料割引や独自制度
　自主共済でカバーできない部分を民間保険
会社と提携。加入者目線で交渉し、保険料割
引や独自制度実現。

総合共済とセットでどうぞ
（掛金低額につき単独加入はで

きません）

＊生命・医療・傷害・年金の各共済（本人基本契約対象）
に期間中新規加入の方にQUOカードプレゼント

＊教職員ライフステージの節目にうれしい給付、悲しいと
きに心温まる給付。しかも退職時に掛金全額が戻る、ま
さに全国の教職員の助けあいだからできる「総合共済」

　→通年で新規加入者にQUOカードプレゼント

詳しくはむさしの保険事務所へ

TEL　048-833-1918

アフラック保険（がん、医療etc）に
市中代理店を通して加入中の方

埼高教共済会の「団体扱い」の切りかえで保険料OFF！

ぜひご相談下さい
TEL048-822-4655

　通販型などの自動車保険は掛金が安
いかもしれません。しかし、保険はい
ざというときにしっかり使えなければ
意味がありません。教職員の場合は特
にここに注目！！

＊重大事故の初期対応が違う !
　被害者救済を第一に、いち早く被害
者に誠意をもって対応し、無用なトラ
ブルを避けます。
　また教員免許の失効を可能な限り避
けるために、一般の事故対応のように

起訴・裁判等の経過を待つのでなく、
スピーディに対応します。

＊「加入者の窓口は専属代
　理店、被害者対応は損保
　会社」のルールで事故対応
　忙しい教職員個人が損保会社とのき
め細かな対応をおこなうには限界が
…。しかし、そこに埼高教と連携した
教職員をまもる専属の代理店（むさし
の保険事務所）があれば心強いこと請
け合い。

「くらし」を守る

　総合共済、年金共済の 2016
年度からの取扱い変更（詳しく
は会員に送られる黄色の封筒内
の文書をご覧下さい）

• 加入継続可能年齢を65歳に延長（教
育現場在職が条件）

• 退職等給付は、全職種とも退職を要
件とせず、60歳の年度末以降可能に

■お知らせ■

「全教自動車保険」の事故対応はここが違う !（全教方式）

注目はココ! 1

注目はココ! 2 「身分」を守る

注目はココ! 3 キャンペーン期間です

自宅に郵送の「黄色封筒」や職場の掲示板等のご案内をご覧下さい。


